
芸術、伝統、癒やし―韓国・全羅南道の旅

海
南

日
本
人
観
光
客
ら
誘
致
へ
、
の
モ
デ
ル
コ
ー
ス
を
作
成

雄
大
な
海
を
見
下
ろ
す
リ
ゾ
ー
ト

珍
島

多
く
の
作
品
生
む「
芸
術
の
島
」

書
画
の
大
家
の
画
室
や
伝
統
音
楽
の
殿
堂

全
羅
南
道
を
巡
る
主
な
モ
デ
ル
コ
ー
ス

木
浦

歴史を感じる風情ある港町
珍島、海南への玄関口
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韓
国
全
羅
南
道
観
光
財
団
は
、

「
芸
術
・
伝
統
・
癒
や
し
」
を
テ
ー

マ
に
、
韓
国
南
部
の
魅
力
を
国
内
外

に
ア
ピ
ー
ル
す
る
事
業
を
行
っ
て
い

る
。
域
内
を
巡
る

の
モ
デ
ル
コ
ー

ス
を
設
定
。
昨
年

～

月
は
こ
れ

ら
を
体
験
す
る
フ
ァ
ム
ツ
ア
ー
を
韓

国
、
日
本
の
報
道
陣
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
サ
ー
を
対
象
に
実
施
し
た
。
そ
の

う
ち
の
一
つ
、
「
珍
島
（
チ
ン
ド
）

・
海
南
（
ヘ
ナ
ム
）
芸
響
×
美
食
ロ

ー
ド
」
に
参
加
し
た
。

全ての客室から雄大な海を一望する

「ヘナムオシアノホテル」外観

「
カ
ル
ビ
ト
ゥ
ム
ブ
ッ
コ
ク
」
（
手
前

左
）
は
海
藻
が
た
っ
ぷ
り
入
っ
て
美
味

焼
き
ガ
キ
と
生
ガ
キ
が
山
の
よ
う
に
。

こ
の
後
カ
キ
入
り
の
チ
ヂ
ミ
も

書画の大家、小痴の画室「雲林山房」。山を借景とした庭園も見事だ

小痴とその作品を紹介・展示する「小痴記念館」

「国立南道国楽院」の開演前のステージ。ここで華麗
なパフォーマンスが披露される（開演中は撮影禁止）

ロビーには韓国の伝統的な楽器を展示

ツ
ア
ー
は
韓
国
本
土
西
南

端
の
海
南
郡
も
訪
れ
た
。
海

南
郡
は
全
羅
南
道
最
大
の
郡

で
、
木
浦
と
珍

島
の
ち
ょ
う
と

中
間
に
当
た

る
。
珍
島
と
同

様
、
多
く
の
詩
人
を
輩
出
し

た
芸
術
の
ま
ち
。
醸
造
酒

「
マ
ッ
コ
リ
」
の
産
地
で
も

有
名
だ
。

朝
鮮
時
代
の
著
名
な
文
臣

・
詩
人
「
尹
善
道
（
ユ
ン
・

ソ
ン
ド
）
」
の
古
宅
で
、
そ

の
遺
物
が
展
示
さ
れ
る
「
緑

雨
堂
（
ノ
グ
ダ
ン
）
」
、
１

０
０
年
の
歴
史
を
持
ち
、
昔

な
が
ら
の
造
り
方
と
地
域
の

特
産
物
を
生
か
し
た
マ
ッ
コ

リ
を
醸
造
す
る
「
海
倉
（
ヘ

チ
ャ
ン
）
酒
造
場
」
が
主
な

見
ど
こ
ろ
。

宿
泊
は
全
て
の
部
屋
か
ら

雄
大
な
海
を
見
下
ろ
す
リ
ゾ

ー
ト
ホ
テ
ル
「
ヘ
ナ
ム
１
２

６
オ
シ
ア
ノ
ホ
テ
ル
」。キ
ャ

ン
プ
場
や
ゴ
ル
フ
場
を
展
開

す
る「
オ
シ
ア
ノ
観
光
団
地
」

に
立
地
。
２
０
２
４
年
オ
ー

プ
ン
の
新
し
い
施
設
で
、
館

内
外
と
も
シ
ッ
ク
で
大
人
の

リ
ゾ
ー
ト
の
雰
囲
気
だ
。

館
名
の
１
２
６
は
、
一
帯

の
リ
ゾ
ー
ト
が
東
経
１
２
６

度
に
位
置
す
る

こ
と
か
ら
そ
の

名
が
付
い
た
と

い
う
。

珍
島
は
韓
国
西
南
端
に
あ

る
、
済
州
島
、
巨
済
島
に
次

ぐ
同
国
で
３
番
目
に
大
き
い

島
。本
土
と
は
橋
で
結
ば
れ
、

全
羅
南
道
の
主
要
都
市
、
木

浦
（
モ
ッ
ポ
）
か
ら
車
で
１

時
間
ほ
ど
。

珍
島
と
い
え
ば
日
本
で
は

ヒ
ッ
ト
曲「
珍
島
物
語
」と
、

そ
の
歌
詞
に
登
場
す
る
「
海

割
れ
現
象
」で
知
ら
れ
る
が
、

現
地
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
芸
術

を
生
ん
だ
「
芸
術
の
島
」
と

し
て
名
高
い
。

山
の
麓
の
風
光
明
媚
な
場

所
に
位
置
す
る
「
雲
林
山
房

（
ウ
ン
リ
ム
サ
ン
バ
ン
）
」

は
、
朝
鮮
時
代
後
期
の
書
画

の
大
家
、
「
許
錬
（
ホ
・
リ

ョ
ン
）
」
（
雅
号
＝
小
痴

＜
ソ
チ
＞
、
１
８
０
８
～
１

８
９
３
）
が
多
く
の
作
品
を

生
み
出
し
た
画
室
。
小
痴
を

は
じ
め
、
そ
の
流
れ
を
く
む

一
族
５
代
の
画
家
ら
が
手
掛

け
た
作
品
が
こ
こ
に
残
さ
れ

て
い
る
。

珍
島
で
生
ま
れ
た
小
痴

は
、
幼
い
時
か
ら
絵
の
才
覚

が
あ
っ
た
と
い
い
、
ソ
ウ
ル

で
著
名
な
書
画
家
「
金
正
喜

（
キ
ム
・
ジ
ョ
ン
ヒ
）
」

（
雅
号
＝
秋
史
＜
チ
ュ

サ
＞
）
の
指
導
を
受
け
て
成

長
。
朝
鮮
時
代
後
期
、
書
画

の
大
家
と
し
て
確
固
た
る
地

位
を
築
い
た
。
師
の
死
去
を

き
っ
か
け
に
生
ま
れ
故
郷
の

珍
島
に
戻
り
、
自
身
の
ア
ト

リ
エ
で
あ
る
「
雲
林
山
房
」

を
築
い
た
。

施
設
は
瓦
屋
根
の
家
屋

「
雲
林
山
房
」
と
、
こ
れ
ら

の
作
品
を
展
示
す
る
「
小
痴

記
念
館
」
、
周
囲
の
山
を
借

景
と
し
た
庭
園
で
構
成
。
一

時
、
放
置
さ
れ
て
い
た
が
、

小
痴
の
孫
「
許
楗
（
ホ
・
ゴ

ン
）
」
（
雅
号
＝
南
農
＜
ナ

ム
ノ
ン
＞
）
の
手
に
よ
り
１

９
８
２
年
、
現
在
の
姿
に
修

復
さ
れ
た
。

珍
島
が
「
芸
術
の
島
」
と

し
て
評
価
さ
れ
る
の
は
、
こ

の
小
痴
の
存
在
と
と
も
に
、

か
つ
て
は
政
治
犯
の
流
刑
地

で
あ
り
、
罪
に
問
わ
れ
た
文

官
た
ち
が
こ
の
地
で
芸
術
活

動
に
い
そ
し
ん
だ
こ
と
が
背

景
に
あ
る
と
さ
れ
る
。

■

■

韓
国
の
伝
統
音
楽
「
国
楽

（
ク
ガ
ク
）
」
を
鑑
賞
で
き

る
の
が「
国
立
南
道
国
楽
院
」

だ
。
「
雲
林
山
房
」
に
ほ
ど

近
い
、
海
を
見
渡
す
風
光
明

媚
な
場
所
に
２
０
０
４
年
オ

ー
プ
ン
し
た
国
に
よ
る
〝
音

楽
の
殿
堂
〟
。
プ
ロ
に
よ
る

歌
と
踊
り
の
ス
テ
ー
ジ
を
１

公
演
に
つ
き
約

分
、
繰
り

広
げ
る
。

こ
の
日
の
出
し
物
は
、
小

太
鼓
を
使
っ
た
素
早
い
踊
り

と
大
太
鼓
を
使
っ
た
力
強
い

踊
り
が
印
象
的
な
、
珍
島
の

代
表
的
な
芸
能
「
プ
ン
ノ

リ
」
、
春
の
ウ
グ
イ
ス
を
表

現
し
た
宮
中
舞
踏
「
チ
ュ
ネ

ン
ジ
ョ
ン
」
な
ど
。

迫
力
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

に
観
客
は
圧
倒
さ
れ
る
。
国

楽
を
習
う
仲
間
同
士
で
訪
れ

た
と
い
う
米
国
在
住
の
韓
国

人
団
体
の
熱
狂
的
な
応
援
が

こ
の
日
は
特
に
目
立
っ
た
。

ロ
ビ
ー
に
は
韓
国
の
伝
統

的
な
打
楽
器
や
弦
楽
器
が
多

数
展
示
。
来
場
者
が
こ
れ
ら

の
音
を
聞
い
た
り
、
奏
で
た

り
で
き
る
仕
掛
け
も
面
白

い
。

■

■

海
に
囲
ま
れ
て
い
る
だ
け

に
、
珍
島
に
は
海
産
物
が
豊

富
。
こ
の
地
な
ら
で
は
の
食

が
楽
し
め
る
。

昼
に
立
ち
寄
っ
た
の
が

「
カ
ル
ビ
ト
ゥ
ム
ブ
ッ
コ

ク
」
（
牛
カ
ル
ビ
と
大
根
の

う
ま
味
ス
ー
プ
）
を
提
供
す

る
食
堂
「
ベ
ッ
コ
ド
ン
」
。

ベ
ッ
コ
ド
ン
は
韓
国
語
で

「
船
の
汽
笛
」
の
意
味
。
ス

ー
プ
は
韓
国
料
理
店
で
提
供

さ
れ
る
テ
ー
ル
ス
ー
プ
の
味

わ
い
だ
が
、
海
藻
が
た
っ
ぷ

り
入
っ
て
い
る
の
が
珍
島
な

ら
で
は
。

夜
に
訪
ね
た
「
サ
ム
ゴ
リ

牡
蠣

か

き

食
堂
」
は
、
目
の
前
に

海
が
広
が
る
カ
キ
小
屋
の
よ

う
な
雰
囲
気
の
カ
キ
専
門

店
。
テ
ー
ブ
ル
に
山
盛
り
の

焼
き
ガ
キ
と
生
ガ
キ
が
こ
れ

で
も
か
と
、
次
々
と
運
び
込

ま
れ
る
。
焼
き
ガ
キ
は
ビ
ニ

ー
ル
の
手
袋
を
は
め
て
、
専

用
の
ナ
イ
フ
で
殻
を
開
い
て

中
身
を
食
す
。
生
ガ
キ
は
お

好
み
で
コ
チ
ュ
ジ
ャ
ン
や
ニ

ン
ニ
ク
な
ど
薬
味
を
付
け

て
。 旧・日本領事館の「木浦近代歴史館１館」

海沿いの遊歩道。上空に麓と山、離島を結ぶ
海上ケーブルカー（ロープウエー）が

珍
島
と
海
南
の
玄
関
口
と

な
る
の
が
全
羅
南
道
の
主
要

都
市
、
木
浦
だ
。
韓
国
の
高

速
鉄
道
「
Ｋ
Ｔ
Ｘ
」
湖
南
線

の
終
点
で
、
起
点
で
あ
る
ソ

ウ
ル
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
の
一

つ
、
龍
山
（
ヨ
ン
サ
ン
）
駅

か
ら
約
２
時
間

分
。珍
島
、

海
南
へ
は
そ
こ
か
ら
車
に
乗

り
換
え
る
。

木
浦
は
先
の
大
戦
以
前
に

日
本
が
建
築
し
た
古
い
建
物

が
残
る
風
情
あ
る
港
町
。
ま

ち
の
歴
史
を
展
示
し
た
「
木

浦
近
代
歴
史
館
１
館
」
（
旧

・
日
本
領
事
館
）
、
「
木
浦

近
代
歴
史
館
２
館
」
（
旧
・

東
洋
拓
殖
株
式
会
社
）
を
含

め
た
一
帯
が
「
木
浦
近
代
歴

史
文
化
空
間
」
に
指
定
さ
れ

て
い
る
。

ま
ち
の
シ
ン
ボ
ル
は
標
高

２
２
８
㍍
の
「
儒
達
（
ユ
ダ

ル
）
山
」
。
麓
と
山
、
離
島

を
結
ぶ
海
上
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー

（
ロ
ー
プ
ウ
エ
ー
）
が
運
行

さ
れ
て
い
る
。




